
 

  
 

～ みえてきます ２１世紀の くらしと社会 ～ 
 
 

調査の目的 
 
 社会生活基本調査は、１日の時間の過ごし方や過去１年間の生活行動など国民
の社会生活の実態を明らかにする調査です。昭和５１年の第１回調査以来５年
ごとに実施され、今回の調査が６回目にあたります。 
 
 

調査でわかること 
 
 生活時間からみたライフスタイル、青少年や高齢者の生活行動のほか情報技術
の進展に伴う生活行動の変化やボランティア活動の参加状況などが明らかにな
ります。 
 
 

調査日 
 
 調査は平成１３年１０月２０日現在で実施します。ただし、生活時間の配分に
ついては、１０月１３日から１０月２１日までの９日間のうち、調査区ごとに
指定された２日間について調査します。 
 
 

調査の対象 
 
 福岡県では１７３調査区、２，０７６世帯が調査の対象となります（全国では
約６，４００調査区、約７万７千世帯が調査の対象となります）。 
 調査をお願いするのは、その世帯にふだん住んでいる１０歳以上の世帯員です。 
 

調査の内容 
 
 調査対象者の氏名、続柄などのほかふだんの就業状況や過去１年間のさまざま
な活動の状況（インターネットの利用、学習・研究、スポーツ、趣味・娯楽な
ど）、１日の生活時間の配分などについて調査します。 
 
 

調査の方法 
 
 福岡県が任命した調査員が、調査票を世帯に配布し、取集します。 

平平成成１１３３年年社社会会生生活活基基本本調調査査 



 
 

結果の公表 
 
 調査の結果は、平成１４年９月までに報告書やインターネットによって公表さ
れる予定です。 
 
 

お問い合わせ先 
 

  
 
 
社会生活基本調査についてもっと詳しいことが知りたい方は、総務省統計局
のホームページまでどうぞ。 http://www.stat.go.jp/ 

 
 
 
 

社社会会生生活活基基本本調調査査にに御御協協力力くくだだささいい。。  

福岡県企画振興部調査統計課生活統計第一係 
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